














青根は，橋本駅から国道 413号で 25 km，車で約 60分の距離にある。公共交通機関は，橋本駅からのバスだ















通省・環境省告示第 2号）は，2011年 9月 30日に公表された。この基本方針によると，生物多様性は自然保護
のみならず，地域での生業や文化により形成されるのであるから，地域の暮らしや文化を守ることも重視されて
いる。したがって，生物多様性の把握のためには，地域の暮らしや生業，食や慣習，歴史や社会について総合的
に把握してゆかねばならない。この点は，青根地域での社会学的な調査やまちづくり活動が必要となる。
生物多様性の把握のためには，地域の動植物の調査が必要である。この点については，地域の生き物調べ，自
然観察を行い，記録している。実際に神奈川県の絶滅危惧種に指定されている水生昆虫も発見された。
青根の動植物の把握については，相模原市立博物館との連携も行っている。6月 20日には，博物館から植物
調査隊を受け入れた。博物館との連携は今後も続けてゆきたい。
青根の生物多様性的な価値は，地域の住民と共有することで，青根地域の価値を高め，地域の活性化に貢献で
きる可能性がある。このように本プロジェクトは，研究・教育だけでなく，まちづくりの実践としても意義があ
るものである。
